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令和 7（2025）年度 

博士前期課程（秋期） 

人文科学研究科・日本語日本文学専攻「日本語学・日本文学」 

解答又は解答例 

 

◎基本的に解答例を提示し、別解を許容したものもある。 

◎一義的な解答が導き出せない問題については、以下に出題意図を掲載する。 

 

一 上代文学 

問一 海人であるから伊良虞の島の玉藻を刈りなさるのか。 

問二 こたうるうた 

問三 うつせみの 

問四 一か月の一日目 

問五 〔出題意図〕博士前期課程での研究に必要となる、古典文学の基礎的な知識と読解能力を

問う問題である。文脈に即して適切に解釈する能力を見る問題である。様々な視点からの解答が

可能な出題であることから、一定の水準をみたした多様な解答を許容している。 

 

二 中古文学 

問一 ①長月 ②神無月  

問七 蜻蛉日記 

〔出題意図〕 

博士前期課程での研究に必要となる、古典文学の基礎的な知識と読解能力を問う問題である。 

問二・問三・問六はそれぞれ問う内容は異なるものの、文脈に即して適切に解釈する能力を見る

問題である。問四は和歌に関する基礎的な知識の有無を、問五は基礎的な知識をもとに和歌を

解釈する能力を問うたものである。様々な視点からの解答が可能な出題であることから、一定の

水準をみたした多様な解答を許容している。 

 

三 中世文学 

問一 〔出題意図〕問題文後半の、長方の語る内容が理解できているかを問うた。 

問二 〔出題意図〕古典文法、古文単語を正確に理解できているかを問うた。 

問三、問四 〔出題意図〕古文表現、および背景知識を理解しているかを問うた。 

いずれも様々な視点からの解答が可能な出題であることから、一定の水準をみたした多様な解

答を許容している。 

 

四 近世文学 

問一 （一）ア ゆう イ ごうりき 
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 （二）～（五） 〔出題意図〕大学院生として学ぶ力があるかどうか確認するため、ことばの意

味、文脈把握、文学史などを問う。様々な視点からの解答が可能な出題であることから、一定の

水準をみたした多様な解答を許容している。 

問二 名ところを考置侍れはとて一日案内す宮城野の萩茂り 

 

五 近代文学 

（１）〔出題意図〕日本の近代文学に関する作品・雑誌・事項について、博士前期課程レベルの基本

的な知見を有しているかどうかを問うた問題といえる。様々な視点からの解答が可能な出題であ

ることから、一定の水準をみたした多様な解答を許容してある。 

（２）〔出題意図〕〈日本近代文学研究におけるポストコロニアル批評の意義〉に関して、博士前期

課程レベルの知見と、それを応用した的確な分析力・記述力を有しているかを問うた出題である。

〈ポストコロニアル批評〉の基本的な諸概念を把握した上で、文学研究におけるその意義について、

近代文学の作家、作品、雑誌、事項などと適切に結びつけて論じる能力が問われているが、近代

社会の歴史的変容と関連させながら、それらの結びつきを論じることも想定されている。そのため、

多様な解答を許容してある。 

 

六 現代文学 

（１）〔出題意図〕日本の現代文学の作家・作品・事項に関する基礎的な知見の有無を問うた問題

である。どの点に力点を置くかなど、様々なアプローチが可能な出題であるため、博士前期課程

にふさわしいレベルに達していれば、多様な解答を許容した。 

（２）〔出題意図〕〈日本の現代文学に描かれた生殖と妊娠〉について、博士前期課程にふさわしい

知識に加え、それを生かした作品の分析力と論述力とを試した設問といえる。生殖・妊娠を目的と

した性行為と目的としない性行為の関係、生殖・妊娠と異性愛や家族計画との関わり、生殖・妊娠

と避妊や中絶との関連性等々の視点から、現代文学の諸作品を論じた多様な解答を許容した。

特定の作品の分析を中心とした解答に加え、作品を作家と関連させて論じたものや、実社会の歴

史的変化と関連させて作品を位置付けた解答も許容してある。 

 

七 日本語史１ 

A 〔出題意図〕日本語史（特に上代語）における基礎的な用語について、博士前期課程レベルの

知識を有しているかを問うた。(1)～(3)それぞれ音韻・文法・表記に関する用語から選んで解答

する形式の問いにより、幅広い知識あるいは特定の分野に関する深い知識のうち、少なくともど

ちらかの見識を持ち合わせていることを求めている。説明に用いる学説や具体例等によってさま

ざまな解答が想定されるため、多様な解答を許容している。 

B 〔出題意図〕(1)では、古代日本語（上代語および中古語）に関して博士前期課程レベルの体系

的な知識を有しているかを、(2)では、その知識を上代語を研究する際に活かす思考法を博士前

期課程で学ぶのにふさわしいレベルで身につけているかを問うた。複数の観点から一つを選んで
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解答する形式の問いであり、それぞれ具体的にどのような研究を前提とするかによってもさまざ

まな解答が想定されるため、多様な解答を許容している。 

 

八 日本語史２（方言を含む） 

A-1〔出題意図〕大学院で日本語学、日本語史の研究を研究テーマとする受験生を想定した出題

である。日本語学全般の基礎学力を見るのが目的であり、年度によってジャンルを変えている。

本年度は、その中から語彙か音声かを選択させている。様々な視点からの解答が可能な出題で

あることから、一定の水準をみたした多様な解答を許容している。 

A-2〔出題意図〕A-1 とは異なるフィールドワークを伴う研究分野を研究テーマにしている受験生

のための出題である。例えば、方言研究、社会言語学的研究、民俗学、文化人類学等を考慮して

いる。フィールドワーク調査を行う上での基礎的な知識、あるいは実践経験の有無やその程度を

確認する意図である。様々な視点からの解答が可能な出題であることから、一定の水準をみたし

た多様な解答を許容している。 

B〔出題意図〕日本語学、日本語史研究での多様なジャンルにおける基礎的な知識の幅と質とを

確認するための問題である。日本語学全般における基礎的な知識・学力を見る意図であるので、

選択肢ではできるだけ多岐にわたるジャンル（音声、文法、語彙、方言、文体、資料、文字表記ほ

か）から出題してある。様々な視点からの解答が可能な出題であることから、一定の水準をみたし

た多様な解答を許容している。 

 

九 現代日本語 

〔出題意図〕現代日本語の連体修飾構造を分析できるかを問う問題。連体修飾節と名詞の関係

には、「内の関係」「外の関係」という分類・理論のほかにも、複数の考え方があるが、いずれの立

場に立っても構わない。与えられた二文に対し、適切な文法的分析を行ったうえで、意味の違い

を論理的かつ明快に記述できる能力を問う。様々な視点からの解答が可能な出題であることか

ら、一定の水準をみたした多様な解答を許容している。 

 

十 言語学 

（一） 〔出題意図〕言語学における基礎的な概念について、博士前期課程の学生に相応しい知識

を有しているか、またその知識を整理し、明快な文章で表現する論述の能力を備えているか、と

いった点を確認するための問題。学習歴などの違いにより、受験者が取り上げる言語や具体例は

異なると考えられるため、適切な用例であれば言語は問わない。また、派生と屈折の区別自体を

批判的に見る立場もあるため、その点も考慮した設問にしてある。 

（二） 〔出題意図〕日本語の品詞体系における「助動詞」の位置づけ、その具体的な成員の性質や

下位区分など、日本文法の重要なテーマの一つについて、博士前期課程の学生に相応しい知識

を有しているか、またその知識を整理し、明快な文章で表現する論述の能力を備えているか、と

いった点を確認するための問題。記述の視点や枠組みは自由であり、いわゆる学校国文法を前
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提としても構わないが、例えば山田文法や松下文法のような立場からの論述でもよい。アメリカ

構造主義や生成文法といった言語理論の観点からの議論も排除しない。 

 

十一 日本語教育１ 

〔出題意図〕大学院において日本語教育に関する専門性を高め、研究を行ううえで必要となる知

識のうち、言語教育の内容・方法に関する用語について正しく理解しているかを測ることを目的と

する。また、国内外の日本語教育に関する動向について広い視野を持って情報を収集しているか

を確認する。用語・事象に関する理解の正しさ、論述の明解さなどが評価対象となる。様々な視点

からの解答が可能な出題であることから、一定の水準をみたした多様な解答を許容している。 

 

十二 日本語教育２ 

〔出題意図〕大学院において、日本語教育に関する専門的な知識を学んだり、研究を行ったりする

ための基礎的能力を持っているかを確認するための問題である。外国語教育の方法について理

解し、該当する理論を理解したうえで、論理的に説明する能力や、基本的な用語について正しく

理解しているかを問うている。理論や用語の正確な理解と論述の分かりやすさ等が評価の対象と

なる。様々な視点からの解答が可能な出題であることから、一定の水準をみたした多様な解答を

許容している。 

 

 


